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Ａ．研究目的 
2020 年の新型コロナウイルス（以下，コロ

ナ）の感染拡大により，人々の健康への関心が高

まった。予防対策として，手洗いやマスク着用，

3 密の回避の他に，免疫力の向上という言葉を耳

にすることが多くなった。免疫力の向上の基本

は，栄養バランスのとれた食事，適度な運動と睡

眠，規則正しい生活習慣であるが，免疫向上を謳

う健康食品がメディアで報道されることで，これ

らの健康食品の利用者が増えていることが予想さ

れる。実際，中国の研究では，コロナ感染予防と

して，37.7％がサプリメント等を購入しているこ

とが報告されている 1)。また，コロナ感染予防で

なく，自粛期間で体重が増加し，減量を目的に，

健康食品を利用する者もいることも，考えられ

る。そこで，コロナ禍における健康食品の利用者

の特徴を検討する。ここでは，健康食品に対する

目的（例：栄養補給，免疫向上）別に健康食品の

利用の有無を調べ，1) 男女別・年代別によっ

て，健康食品の利用目的は異なるか，2) 各利用

している健康食品で，どのような機能性関与成分

を利用しているか，3) 免疫向上を目的とした健

康食品を利用している者は，新型コロナウイルス

に対する恐怖が高いか，4) ダイエット・痩身を

目的とし t あ健康食品等を利用している者は，緊

急事態宣言発令前から体重が増えた者が多いか，

また，減量の意思が強いか，以上 4 点について調

べる。 

 

Ｂ．研究方法 
本解析は，「新型コロナウイルス感染症の影

響による国民の食行動等の変化とその要因研

究」の一環として行った。 
 

1．対象者と手続き 

2020 年 11 月 6 日（金）～12 日（木）に，イン

研究要旨 
コロナ禍における健康食品の利用者について，健康食品に対する目的別にその特徴を検討し

た。その結果，男性では，「筋肉・筋力アップ」「ストレス軽減や睡眠の質向上」「肝機能の向

上」，女性では，「栄養補給」「腸活」「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品を利用してい

た。年代別の違いでは，20~30 代の者で，「栄養補給」「筋肉・筋力アップ」「ストレス軽減や睡眠

の質向上」，40~60 代の者で，「免疫向上」「関節の悩み解消」を目的とした健康食品を利用してい

る人が多かった。また，「免疫向上」を目的とした健康食品等の利用者は，新型コロナウイルスに

対する恐怖をより感じており，「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品等の利用者では，緊急

事態宣言発令前から体重が増加した者，減量に対する意思が強い者が多かった。感染拡大後に利

用を開始した者もいたことから，「免疫向上」「ダイエット・痩身」以外の健康食品についても，

利用者の特徴を調べる必要がある。 
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ターネット調査会社，マイボイスコム株式会社に

登録されている全国成人（20~64 歳）男女に対し

てインターネット調査を行った。サンプルサイズ

の計算（注釈*1）により， 6,000 人を目標に，

35,970 人に調査依頼を配信し，8,941 人が回答し

た。このうち，回答に遵守した者（注釈*2）は，

7,482 人であった（遵守率 83.7%）。7,482 人のう

ち，年齢が対象となる 20~64 歳でなかった者，現

在の住居地が「その他」の者，身長が 100cm 未

満または 200cm 以上の者，体重が 30kg 未満また

は 200kg 以上の者（計 75 人）を除外し，その

後，年齢・性別を踏まえた各都道府県の人口構成

比にあわせてランダムに 6,000 人抽出した。 

 

2．調査項目 

 執筆者 3 人が主となり，健康食品や機能性関与

成分について詳しい分担研究者・研究協力者に助

言をもらい，調査項目を作成した。本研究で，用

いた項目は以下の通りである。なお，本調査にあ

たっては，公立大学法人長野県立大学研究倫理委

員会の承認を得ている（承認番号：E20-3）。 

 

（1）現在の健康食品等の利用とその健康食品の

開始時期 

 現在の健康食品の利用は，「現在（ここ 1 ヶ

月），あなたは以下のカテゴリーの健康食品やサ

プリメントを利用していますか」とたずね，8 つ

の利用目的ごとに（例：「栄養補給」が期待でき

る健康食品やサプリメント，以下，「健康食品

等」と示す），「利用している」「利用していな

い」のどちらかを選択させた（表 1 参照）。 

 引き続き，それら 8 つの健康食品等について，

「いつから利用しているかをお答えください」と

質問し，「感染拡大前（1 年前（2019 年 11 月））

から利用していた」あるいは「感染拡大後 2020

年以降」に利用し始めた」のどちらかを選択させ

た。 

 

（2）現在の機能性関与成分の利用 

 現在，利用している健康食品の機能性関与成分

について，21 種類あげ，それぞれについて利用

の有無をたずねた（表 5 参照）。「現在（ここ 1 ヶ

月），あなたは以下の成分が入った健康食品やサ

プリメントを利用していますか。複数の成分が入

った健康食品やサプリメントを利用している場

合，それぞれの成分で利用しているかをお選びく

ださい」とたずね，21 種類の機能性関与成分に

ついて，「利用している」「利用していない」を選

択させた。 

 

（3）現在の新型コロナウイルスに対する恐怖 

 「新型コロナウイルスに対する恐怖」尺度

（The fear of COVID-19 scale）を日本語訳して用

いた 1)。「新型コロナウイルスに対する恐怖」尺

度は，7 項目であり，各項目について，「全くあ

てはまらない（1 点）」～「とてもあてはまる

（5 点）」の 5 件法である。合計得点が高い方

が，新型コロナウイルスに対して恐怖をもってい

ると解釈する。 

 

（4）1 年前からの体重増加 

 現在（2020 年 11 月）と緊急事態宣言発令前

（2020 年 4 月上旬）の体重のデータを用い，体

重の変化量（現在－緊急事態宣言発令前）を算出

した。なお，現在の体重について，19 人が身長

と同じ値であったことから，この者を欠損とし

た。 

 

（5）減量に対する意思 

 減量に対する意思は，「現在（ここ 1 ヶ月），体

重を減らしたいと思っていますか」とたずね，

「強く思っている」「少し思っている」「あまり思

っていない」「全く思っていない」の 4 つから 1

つ選択させた。 

 

（6）属性 
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 属性として，年齢と性別を用いた。年齢は，年

代に変換し，本研究では，20～30 代群と 40～60

代群の 2 群に分けた。 

 

3．解析方法 

 「現在の健康食品等の利用」の記述統計を示し

た後，男女別および年代別の比較を行った。さら

に，男女別に，利用の有無を 20~30 代群と 40~60

代群の 2 群間で比較した。男女，年代別の比較に

は，χ2 検定を用いた。 

 次に，8 つの健康食品の利用目的ごとに，利用

している健康食品数，利用している機能性関与成

分を記述統計を用いて，調べた。さらに，健康食

品 1 つだけを利用している者に限り，どの機能性

関与成分を利用しているか，調べた。 

「免疫向上」を目的とした健康食品等を利用し

ている者に絞り，利用している者と利用していな

い者で，「新型コロナウイルスに対する恐怖」尺

度の合計得点を比較した。「新型コロナウイルス

に対する恐怖」尺度の合計得点の正規性を，

Kolmogorov-Smirnov の検定で確認したところ，

P<0.001 であり，正規性が確認できなかったた

め，Mann-Whitney の U 検定を用いた。 

最後に，男女別に，「ダイエット・痩身」を

目的とした健康食品等を利用している者と利用し

ていない者で，緊急事態宣言発令前からの体重変

化と減量に対する意思を調べた。体重変化は，現

在（2020 年 11 月）の体重から緊急事態宣言発令

前（2020 年 4 月上旬）の体重を減じて，減量，

変化なし，増量の 3 群に分けた。減量に対する意

思，体重変化ともに，χ2検定を用いて健康食品

との利用の関連を検討した。 

 

Ｃ．結果 
1. 現在（2020年 11月）利用している健康食品

等の目的の性別・年代別比較 

 表 1 に，現在利用の健康食品の利用目的ごと

の利用者数を，利用者数が多い順に示した。「栄

養補給」を目的とした健康食品を利用している者

が最も多く，22.2%であった。さらに，各健康食

品の利用開始時期が感染拡大後の利用を調べた結

果，「栄養補給」を除く，7 つの健康食品で 20%

を超えていた。最も多かったものは，「ストレス

軽減や睡眠の質向上」がを目的とした健康食品の

利用を開始した者であり，現在利用している者

（244 人）のうち，35.7%がコロナ感染拡大後か

ら利用を始めていた。 

表 1 利用目的別健康食品の現在の利用者数と感染拡大後の利用者数 

 利用者*1 感染拡大後の利用開始*2 

栄養補給 1,362 (22.7) 188 (13.8) 
腸活 670 (11.2) 138 (20.6) 
免疫向上 601 (10.0) 137 (22.8) 
ダイエット・痩身 401 (6.7) 88 (21.9) 
筋肉・筋力アップ 388 (6.5) 94 (24.2) 
ストレス軽減や睡眠の質向上 244 (4.1) 87 (35.7) 
肝機能の向上 208 (3.5) 45 (21.6) 
関節の悩み解消 200 (3.3) 49 (24.5) 

N=6,000 
*1 利用していない者の人数（%）は省略，%は，6,000 人に対する% 
*2 各健康食品の利用者に対する% 

 

次に，8 つの健康食品等の利用について，男女

別・年代（20-30 代と 40-60 代）別で比較した

（各々表 2，表 3）。まず，男女ごとにみると，男

女とも，全体と同様に，最も多いのが，「栄養補

給」であった。利用者数の順位は男女ほぼ同じで

あったが，女性では，「関節の悩み解消」の方
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が，「肝機能向上」を目的とする者より多かっ

た。次に，男女間で，目的別の健康食品の利用を

比較したところ，「免疫向上」と「関節の悩み解

消」を除いて（各々P=0.394, P=0.099），有意差が

みられた。「栄養補給」「腸活」「ダイエット・痩

身」では，女性の利用者が多く（各々P=0.002, 

P=0.001, P<0.009），「筋肉・筋力アップ」「ストレ

ス軽減や睡眠の質向上」「肝機能の向上」では，

男性の利用者が多かった（各々P<0.001, P=0.024, 

P<0.001）。  

 

表 2 利用目的別健康食品の現在の利用者数の男女比較 

 男性*1 
n=3,044 

女性*1 
n=2,956 

P*2 

栄養補給 640 (21.0) 722 (24.4) 0.002 
腸活 300 (9.9) 370 (12.5) 0.001 
免疫向上 295 (9.7) 306 (10.4) 0.394 
ダイエット・痩身 178 (5.8) 223 (7.5) 0.009 
筋肉・筋力アップ 245 (8.0) 143 (4.8) <0.001 
ストレス軽減や睡眠の質向上 141 (4.6) 103 (3.5) 0.024 
肝機能の向上 141 (4.6) 67 (2.3) <0.001 
関節の悩み解消 90 (3.0) 110 (3.7) 0.099 

N=6,000, 
*1 （%）は，男女それぞれの全体の人数に対する% 
*2 男女×利用有無のχ2 検定，表では，利用していない者の人数（%）は省略 

 

続いて，同様に，20~30 代と 40~60 代の比較を行

った。年代ごとの利用者では，各年代とも，「栄

養補給」が最も利用されており，ほぼ順位は同じ

であったが，40~60 代では，「関節の悩み解消」

を目的とした健康食品の利用者が，「肝機能の向

上」より，若干多かった。年代で利用の有無を比

較した結果，「腸活」「ダイエット・痩身」「肝機

能の向上」の 3 つを除く（各々P=0.054, P=0.783, 

P=0.844），5 つで，目的別の健康食品の利用に差

があった。20~30 代の者で，「栄養補給」「筋肉・

筋力アップ」「ストレス軽減や睡眠の質向上」が

多く（P=0.013, P <0.001, P <0.001），40~60 代の者

では，「免疫向上」「関節の悩み解消」を目的とし

た健康食品を利用している者が多かった

（P=0.007, P=0.004）。  

最後に，男女別に年代比較を行った（表 4）。

男性では，「筋肉・筋力アップ」と「ストレス軽

減や睡眠の質向上」の 2 つのみで，年代によって

差がみられ，両方とも，20-30 代の者の利用が多

かった（P<0.001, P<0.001）。一方，女性では，

「栄養補給」「腸活」「免疫向上」「関節の悩み解

消」の 4 つで，年代によって差がみられ，「栄養

補給」のみ 20-30 代の方が利用者が多く

（P=0.042），残り 3 つ「腸活」「免疫向上」「関節

の悩み解消」は，40-60 代の方が利用者が多かっ

た（各々P=0.001, P<0.001, P<0.001）。 

 

 

 

 

 

 

 

 



92 
 

表 3 利用目的別健康食品の現在の利用者数の年代比較 

 20-30 代*1 
n=2,355 

40-60 代*1 
n=3,645 

P*2 

栄養補給 574 (24.4) 788 (21.6) 0.013 
腸活 240 (10.2) 430 (11.8) 0.054 
免疫向上 205 (8.7) 396 (10.9) 0.007 
ダイエット・痩身 160 (6.8) 241 (6.6) 0.783 
筋肉・筋力アップ 202 (8.6) 186 (5.1) <0.001 
ストレス軽減や睡眠の質向上 124 (5.3) 120 (3.3) <0.001 
肝機能の向上 83 (3.5) 125 (3.4) 0.844 
関節の悩み解消 59 (2.5) 141 (3.9) 0.004 

N=6,000, *1 （%）は，各年代の全体の人数に対する% 
*2 年代×利用有無のχ2 検定，表では，利用していない者の人数（%）は省略 

 
表 4 男女別 利用目的別健康食品の現在の利用者数の年代比較 

 男性（n=3,044） 女性（n=2,956） 

 20-30 代*1 
n=1,205 

40-60 代*1 
n=1,839 

P*2 20-30 代*1 
n=1,150 

40-60 代*1 
n=1,806 P*2 

栄養補給 270 (22.4) 370 (20.1) 0.13 304 (26.4) 418 (23.1) 0.042 
腸活 126 (10.5) 174 (9.5) 0.368 114 (9.9) 256 (14.2) 0.001 
免疫向上 123 (10.2) 172 (9.4) 0.436 82 (7.1) 224 (12.4) <0.001 
ダイエット・痩身 76 (6.3) 102 (5.5) 0.382 84 (7.3) 139 (7.7) 0.694 
筋肉・筋力アップ 137 (11.4) 108 (5.9) <0.001 65 (5.7) 78 (4.3) 0.1 
ストレス軽減や睡眠の質向上 76 (6.3) 65 (3.5) <0.001 48 (4.2) 55 (3.0) 0.103 
肝機能の向上 52 (4.3) 89 (4.8) 0.501 31 (2.7) 36 (2.0) 0.211 
関節の悩み解消 34 (2.8) 56 (3.0) 0.722 25 (2.2) 85 (4.7) <0.001 

N=6,000, *1 （%）は，男女別の各年代の人数に対する% 
*2 各年代×利用有無について，男女別にχ2 検定，表では，利用していない者の人数（%）は省略 

 
2. 各健康食品等の利用者が利用している機能性

関与成分 

機能性関与成分ごとの利用者数を調べた（表

5）。10%以上の利用者があった成分は，ビタミン

C と乳酸菌であり，それぞれ，19.6%，15.6％で

あった。次に，健康食品利用者の利用する機能性

関与成分を調べた（表 6）。表 6 のとおり，どの

利用目的においても，その利用者の半数以上がビ

タミン C を利用していた。 

表 6 の健康食品利用者は，複数の健康食品を利

用している者もいる（例：「栄養補給」「腸活」両

方を「利用している」と回答した者がいる）。全

対象者 6,000 人のうち，67.4%（4,042 人）の者が

1 つも利用していなく，残り 32.6%（1,958 人）

が 1 つ以上の健康食品を利用していた（表 7）。8

つのうち，1 つ利用目的での健康食品利用者が

15.9%（953 人）で最も多かったが，2 つ以上の

健康食品の利用者の合計は，16.7%（1,005 人）

であった。なお，1 つ以上の利用者 1,958 人の利

用している健康食品の数の平均値（標準偏差）

は，2.1 (1.5)であった。 
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表 5 機能性関与成分別の利用者数 
 n (%) 
ビタミン C 1,175(19.6) 
乳酸菌 936(15.6) 
ビタミン D 594(9.9) 
青汁 555(9.3) 
プロテイン 535(8.9) 
BCAA などのアミノ酸 269(4.5) 
酵素・酵母 250(4.2) 
ウコン 188(3.1) 
グルコサミン 186(3.1) 
マヌカハニー 181(3.0) 
ヒアルロン酸 176(2.9) 
GABA 173(2.9) 
ラクトフェリン 169(2.8) 
コンドロイチン 169(2.8) 
HMB（HMB カルシウム） 155(2.6) 
オルニチン 137(2.3) 
プロポリス 136(2.3) 
ナットウキナーゼ 135(2.3) 
グリシン 95(1.6) 
ミドリムシ・ユーグレナ 99(1.7) 
テアニン 83(1.4) 

N=6,000, %は，6,000 人に対する%，利用していない者の人数（％）は省略  
 

表 6 健康食品利用者の利用する機能性関与成分 
 栄養補給 腸活 免疫向上 ダイエット 筋肉アップ ｽﾄﾚｽ軽減 肝機能 関節の悩み 
 n=1,362 n=601 n=670 n=401 n=388 n=200 n=244 n=208 
ビタミン C 843(61.9) 348(51.9) 362(60.2) 220(54.9) 231(59.5) 155(63.5) 130(62.5) 122(61.0) 
乳酸菌 515(37.8) 489(73.0) 352(58.6) 186(46.4) 193(49.7) 158(64.8) 114(54.8) 98(49.0) 
ビタミン D 477(35.0) 199(39.7) 223(37.1) 128(31.9) 159(41.0) 120(49.2) 89(42.8) 83(41.5) 
青汁 315(23.1) 185(27.6) 170(28.3) 121(30.2) 122(31.4) 96(39.3) 82(39.4) 83(41.5) 
プロテイン 347(25.5) 185(27.6) 187(31.1) 116(28.9) 302(77.8) 114(46.7) 76(36.5) 72(36.0) 
BCAAなどのｱﾐﾉ酸 213(15.6) 122(18.2) 145(24.1) 83(20.7) 147(37.9) 77(31.6) 63(30.3) 64(32.0) 
酵素・酵母 181(13.3) 157(23.4) 134(22.3) 113(28.2) 88(22.7) 78(32.0) 70(33.7) 66(33.0) 
ウコン 124(9.1) 88(13.1) 94(15.6) 70(17.5) 64(16.5) 66(27.0) 107(51.4) 54(27.0) 
グルコサミン 130(9.5) 86(12.8) 90(15.0) 66(16.5) 70(18.0) 58(23.8) 61(29.3) 119(59.5) 
マヌカハニー 109(8.0) 77(11.5) 84(14.0) 53(13.2) 65(16.8) 51(20.9) 47(22.6) 40(20.0) 
ヒアルロン酸 123(9.0) 90(13.4) 89(14.8) 71(17.7) 64(16.5) 58(23.8) 55(26.4) 70(35.0) 
GABA 128(9.4) 97(14.5) 92(15.3) 66(16.5) 81(20.9) 87(35.7) 59(28.4) 51(25.5) 
ラクトフェリン 113(8.3) 112(16.7) 91(15.1) 70(17.5) 68(17.5) 68(27.9) 53(25.5) 45(22.5) 
コンドロイチン 113(8.3) 83(12.4) 84(14.0) 65(16.2) 70(18.0) 61(25.0) 59(28.4) 111(55.5) 
HMB (HMBｶﾙｼｳﾑ) 128(9.4) 82(12.2) 87(14.5) 60(15.0) 82(21.1) 60(24.6) 51(24.5) 54(27.0) 
オルニチン 102(7.5) 68(10.1) 78(13.0) 60(15.0) 60(15.5) 58(23.8) 81(38.9) 43(21.5) 
プロポリス 103(7.6) 84(12.5) 98(16.3) 57(14.2) 62(16.0) 56(23.0) 57(27.4) 51(25.5) 
ナットウキナーゼ 99(7.3) 84(12.5) 92(15.3) 63(15.7) 56(14.4) 60(24.6) 58(27.9) 47(23.5) 
グリシン 78(5.7) 65(9.7) 67(11.1) 46(11.5) 59(15.2) 66(27.0) 51(24.5) 41(20.5) 
ﾐﾄ゙ ﾘﾑｼ･ﾕー ｸ゙ ﾚﾅ 80(5.9) 58(8.7) 68(11.3) 47(11.7) 55(14.2) 50(20.5) 46(22.1) 44(22.0) 
テアニン 68(5.0) 60(9.0) 55(9.2) 47(11.7) 50(12.9) 53(21.7) 50(24.0) 44(22.0) 

%は，各利用目的の健康食品を 100%としたときの%，利用していない者の人数（%）は省略 
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表 7 利用する健康食品数別人数 
 n (%) 
0 4,042(67.4) 
1 953(15.9) 
2 473(7.9) 
3 267(4.5) 
4 117(2.0) 
5 68(1.1) 
6 29(0.5) 
7 16(0.3) 
8 35(0.6) 

N=6,000 
 

表 8 健康食品等の利用 1 つと 2 つ以上の人数 

 1 つ 
n=953 

2 つ以上 
n=1,005 

栄養補給 n=1,362 557(42.0) 769(58.0) 
腸活 n=601 124(20.6) 725(79.4) 
免疫向上 n=670 80(11.9) 590(88.1) 
ダイエット n=401 71(17.7) 330(82.3) 
筋力アップ n=388 57(14.7) 331(85.3) 
ストレス軽減 n=200 16(8.0) 184(92.0) 
肝機能向上 n=244 18(7.4) 226(92.6) 
関節の悩み解消 n=208 30(14.4) 178(85.6) 
N=6,000 

表 9 目的別健康食品利用者の利用する機能性関与成分 
 栄養補給 腸活 免疫向上 ダイエット 筋肉アップ ｽﾄﾚｽ軽減 肝機能 関節の悩み 
 n=557 n=124 n=80 n=71 n=57 n=16 n=18 n=30 
ビタミン C 320(57.5) 21(16.9) 26(32.5) 15(21.1) 10(17.5) 6(37.5) 3(16.7) 5(16.7) 
乳酸菌 63(11.3) 70(56.5) 20(25.0) 9(12.7) 6(10.5) 7(43.8) 2(11.1) 3(10.0) 
ビタミン D 165(29.6) 6(4.8) 11(13.8) 3(4.2) 6(10.5) 2(12.5) 2(11.1) 2(6.7) 
青汁 85(15.3) 14(11.3) 8(10.0) 7(9.9) 3(5.3) 1(6.3) 0(0.0) 6(20.0) 
プロテイン 41(7.4) 5(4.0) 0(0.0) 2(2.8) 45(78.9) 1(6.3) 0(0.0) 1(3.3) 
BCAAなどのｱﾐﾉ酸 29(5.2) 1(0.8) 3(3.8) 0(0.0) 10(17.5) 0(0.0) 2(11.1) 1(3.3) 
酵素・酵母 17(3.1) 9(7.3) 4(5.0) 1(1.4) 2(3.5) 1(6.3) 1(5.6) 0(0.0) 
ウコン 11(2.0) 0(0.0) 1(1.3) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 9(50.0) 0(0.0) 
グルコサミン 7(1.3) 0(0.0) 1(1.3) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 19(63.3) 
マヌカハニー 18(3.2) 2(1.6) 9(11.3) 2(2.8) 4(7.0) 2(12.5) 1(5.6) 0(0.0) 
ヒアルロン酸 13(2.3) 4(3.2) 2(2.5) 0(0.0) 1(1.8) 1(6.3) 0(0.0) 2(6.7) 
GABA 12(2.2) 1(0.8) 1(1.3) 0(0.0) 1(1.8) 2(12.5) 1(5.6) 0(0.0) 
ラクトフェリン 3(0.5) 14(11.3) 3(3.8) 2(2.8) 0(0.0) 1(6.3) 0(0.0) 1(3.3) 
コンドロイチン 6(1.1) 1(0.8) 2(2.5) 0(0.0) 0(0.0) 1(6.3) 0(0.0) 16(53.3) 
HMB (HMBｶﾙｼｳﾑ) 16(2.9) 1(0.8) 1(1.3) 0(0.0) 5(8.8) 0(0.0) 0(0.0) 2(6.7) 
オルニチン 5(0.9) 2(1.8) 1(1.3) 0(0.0) 1(1.8) 0(0.0) 5(27.8) 1(3.3) 
プロポリス 6(1.1) 1(0.8) 4(5.0) 0(0.0) 3(5.3) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 
ナットウキナーゼ 3(0.5) 1(0.8) 2(2.5) 1(1.4) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 2(6.7) 
グリシン 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 
ﾐﾄ゙ ﾘﾑｼ･ﾕー ｸ゙ ﾚﾅ 6(1.1) 1(0.8) 1(1.3) 0(0.0) 1(1.8) 0(0.0) 0(0.0) 2(6.7) 
テアニン 0(0.0) 0(0.0) 1(1.3) 0(0.0) 0(0.0) 1(6.3) 0(0.0) 1(3.3) 

%は，各健康食品の利用者を 100%としたときの%，利用していない者の人数（%）は省略 
複数の成分の入った健康食品を利用している者は，それぞれの成分で「利用している」と答えているため，列の合計

は，目的別健康食品の利用者を超える場合もある（例：「関節の悩み解消」を目的とした健康食品利用者が，グルコサミ

ンとコンドロイチン両方の成分の入った健康食品を利用している場合，グルコサミンとコンドロイチン両方で，利用し

ていると回答している） 

 

表 8 に健康食品等別に，1 つの健康食品利用と

2 つ以上の健康食品の利用者の人数と割合を示し

た。「栄養補給」を目的とした健康食品利用者

（1,326 人）の 42.0%が，「栄養補給」を目的とし

た健康食品のみを利用していると回答していた

が，それ以外の健康食品では 8 割から 9 割の者が

2 つ以上の健康食品を利用していた。そこで，利

用する健康食品が 1 つだけの者（953 人）に絞

り，健康食品利用者の利用している機能性関与成

分を調べた（表 9）。どの目的別健康食品利用者

においても，ビタミン C を利用していると答え

る者がいたが，利用する健康食品によって，利用
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している機能性関与成分の特徴がみられた。たと

えば，「肝機能の向上」を目的に健康食品を摂取

している人の 50%がウコンを摂取していた。 
 

3. 「免疫向上」を目的とした健康食品を利用し

ている人の新型コロナウイルスに対する恐怖 

 「新型コロナウイルスに対する恐怖」尺度 7 項

目の内的整合性（クロンバックα）は，0.866 で

あった。合計得点の最小，最大値は，各々7 点，

35 点であり，全体の中央値（25%,75%タイル

値）は，18(14, 21)点であった。「免疫向上」を目

的とした健康食品を利用している人と利用してい

ない者で，新型コロナウイルスに対する恐怖を比

較した結果，利用している者（601 人）の得点

は，19 (14, 22)であり，利用していない者（5,399

人）の得点 18(14,21)点より，高かった

（P=0.006）。 
 

4. 「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品

を利用している人の体重変化 

 緊急事態宣言発令前（2020 年 4 月上旬）と現

在（2020 年 11 月）の体重から，体重の変化量を

算出し，体重が増えた者を増量群，減った者を減

量群，変化がなかった者を変化なし群とした。そ

の結果，減量群は，1,037 人（17.3%），変化なし

群 3,641 人（60.7%），増量群 1,303 人（21.7%）

であった。減量群，増量群の変化量の平均値（標

準偏差）は，各々-2.8 (2.5) kg, 2.5 (2.6) kg であっ

た。 

体重変化群の性，年代を比較した結果，性別で

は，変化なし群に男性が多く，減量群に 20-30 代

が多かった（各々P<0.001, P=0.001）。 

 

表 10 体重変化群の性，年代比較 
  減量 

n=1,037 
変化なし 
n=3,641 

増量 
n=1,303 P 

性 男性 n=3,039 500 (48.2) 1,955 (53.7) 5,84 (44.8) <0.001 
女性 n=2,942 537 (51.8) 1,686 (46.3) 7,19 (55.2)  

年代 20-30 代 n=2,345 459 (44.3) 1,380 (37.9) 506 (38.8) 0.001 
40-60 代 n=3,636 578 (55.7) 2,261 (62.1) 797 (61.2)  

N=5,981 （現在の体重の欠損 19 人） 
(%) は，減量群，変化なし群，増量群の人数を 100.0%にしたときの% 

 
 

表 11 「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品利用有無の体重変化・性別 
  利用している 利用していない P 
男性 
n=3,039 

全体人数(%) 178(100.0) 2,861(100.0)  
減量 40 (22.5) 460 (16.1) <0.001 
変化なし 90 (50.6) 1,865 (65.2)  
増量 48 (27.0) 536 (18.7)  

女性 
n=2,942 

全体人数(%) 222(100.0) 2,720(100.0)  
減量 48 (21.6) 489 (18.0) 0.052 
変化なし 110 (49.5) 1,576 (57.9)  
増量 64 (28.8) 655 (24.1)  

N=5,981（現在の体重の欠損 19 人）   
(%) は，性別で，利用している者，利用していない者それぞれを 100.0%したときの% 
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表 12 「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品利用有無の体重変化・年代別 
  利用している 利用していない P 
20-30 代 
n=2,345 

全体人数(%) 160(100.0) 2,185(100.0)  
減量 39(24.4) 420(19.2) 0.001 
変化なし 72(45.0) 1,308(59.9)  
増量 49(30.6) 457(20.9)  

40-60 代 
n=3,636 

全体人数(%) 240(100.0) 3,396(100.0)  
減量 49(20.4) 529(15.6) 0.013 
変化なし 128(53.3) 2,133(62.8)  
増量 63(26.3) 734(21.6)  

N=5,981 （現在の体重の欠損 19 人）  
(%) は，年代別で，利用している人，利用していない人それぞれを 100.0%したときの% 

 

次に，「ダイエット・痩身」を目的とした健康

食品の利用の有無で，体重変化を比較した。ここ

では，性別，年代別に解析した（表 11, 表 12）。

性別では，男性で統計的な有意差がみられ，利用

している者に，体重が増加した者が多かった。一

方，年代では，20~30 代，40~60 代両方で，有意

差がみられ，両年代とも，利用している者で，体

重が増加した者が多かった。 

最後に，減量に対する意思との関係を調べた。

全体 6,000 人では，減量について「強く思ってい

る」「少し思っている」「あまり思っていない」

「全く思っていない」の人数（%）は，各々

1,875 人（31.3%），1,895 人（31.6%），1,207 人

（20.1%），1,023 人（17.1%）であった。表 13 と

表 14 に，性別，年代別で，「ダイエット・痩身」

を目的とした健康食品の利用の有無の結果を示

す。 
 

表 13 「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品利用有無の減量に対する意思・性別 
  利用している 利用していない P 
男性 
n=3,044 

全体人数(%) 178 (100.0) 2,866 (100.0)  
強く思っている 98(55.1) 636(22.2) <0.001 
少し思っている 50(28.1) 952(33.2)  
あまり思っていない 23(12.9) 648(22.6)  
全く思っていない 7(3.9) 630(22.0)  

女性 
n=2,956 

全体人数(%) 223 (100.0) 2,733 (100.0)  
強く思っている 143(64.1) 998(36.5) <0.001 
少し思っている 54(24.2) 839(30.7)  
あまり思っていない 20(9.0) 516(18.9)  
全く思っていない 6(2.7) 380(13.9)  

N=6,000   
(%) は，性別で，利用している者，利用していない者各々を 100.0%したときの% 

 
表 14 「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品利用有無の減量に対する意思・年代別 

  利用している 利用していない P 
20-30 代 
n=2,355 

全体人数(%) 160(100.0) 2,195(100.0)  
強く思っている 84(52.5) 580(26.4) <0.001 
少し思っている 41(25.6) 649(29.6)  
あまり思っていない 26(16.3) 496(22.6)  
全く思っていない 9(5.6) 470(21.4)  

40-60 代 
n=3,645 

全体人数(%) 241(100.0) 3,404(100.0)  
強く思っている 157(65.1) 1,054(31.0) <0.001 
少し思っている 63(26.1) 1,142(33.5)  
あまり思っていない 17(7.1) 668(19.6)  
全く思っていない 4(1.7) 540(15.9)  

N=6,000   
(%) は，年代別で，利用している者，利用していない者各々を 100.0%したときの% 
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表 13 のとおり，男女とも，「ダイエット・痩身」

を目的とした健康食品利用有無と減量に対する意

思には，関連がみられ，利用している者に，減量

を「強く思っている」者が多かった（ともに

P<0.001）。同様に，表 14 でも，20-30 代とも，

「ダイエット・痩身」を目的とした健康食品を利

用している者に，減量を「強く思っている」者が

多かった（ともに P<0.001）。 
 
Ｄ．考察・結論 
 本稿では，コロナ禍における健康食品の利用者

について，利用する目的別に利用者の特徴を検討

した。その結果，男女・年代によって，利用して

いる健康食品は異なった。男性は，「筋肉・筋力

アップ」「ストレス軽減や睡眠の質向上」「肝機能

の向上」を目的とした健康食品，女性は，「栄養

補給」「腸活」「ダイエット・痩身」を目的とした

健康食品を利用していた。年代の違いでは，

20~30 代の者で，「栄養補給」「筋肉・筋力アッ

プ」「ストレス軽減や睡眠の質向上」，40~60 代の

者で，「免疫向上」「関節の悩み解消」を目的とし

た健康食品を利用していた。また，「免疫向上」

を目的とした健康食品等の利用者は，新型コロナ

ウイルスに対する恐怖をより感じており，「ダイ

エット・痩身」を目的とした健康食品等の利用者

では，緊急事態宣言発令前から体重が増加した

者，減量に対する意思が強い者が多かった。 

 今回の調査では，健康食品の利用について，

「～が期待できる健康食品」の利用の有無で，た

ずねているため，回答者は本人の理解で回答して

いる。実際の謳っている効果とは異なる可能性も

ある。また，調査票に含まれていない機能性関与

成分を利用している者も含まれている可能性があ

る。よって，たとえば，「関節の悩み解消」を目

的とした健康食品のみを利用していると回答した

者の利用成分がビタミン C であっても，リスト

にない機能性関与成分を利用しているかもしれな

い。 

今回の調査により，全体の 32.6%が 8 つの健康

食品のいずれかを利用しており，各々

13.8%~35.7%の者が感染拡大後に利用を開始した

ことがわかった。ここでは，「免疫向上」と「ダ

イエット・痩身」を目的とした健康食品の利用者

をとりあげ，新型コロナウイルスに対する恐怖や

体重変化との関係を調べた。今後は，感染拡大後

に利用した者が最も多かった「ストレス軽減や睡

眠の質の向上」など，他の健康食品についても，

利用者の特徴を調べる必要がある。 

 

注釈 
*1: サンプルサイズの設定にあたっては，食生活が不
変群 vs.健康群，不変群 vs.不健康群で，それぞれ要
因保有率等を比較することを考えた。先行研究 2-4)

によると，イタリア人を対象とした研究 2）では，ジ
ャンクフードの摂取が減少と回答した者は 29.8％，
増加は 25.6％， 食事が変わったと回答した者は
57.8％，ポーランド人を対象とした研究 3）では食べ
る量が増えたと回答した者が 43％，イタリアの大
学生を対象とした研究 4）ではより食べるようになっ
たと回答した者が 46.1％，変化なしが 49.6％だっ
た。これらの結果から，健康群：不健康群：不変群
の人数比を 1:1:3 と仮定して，不変群での要因保有
率等を 30%（例：食意識の変化あり）の場合に，不
変群 vs.健康群，不変群 vs.不健康群で，それぞれ比
較的小さな差（5%ポイント）を，有意水準 5%（両
側，検定の多重性調整（2 回）のため Bonferroni 
法），検出力 80%で検出するための人数は，不変群
3,382 人，健康群と不健康群各 1,128 人ずつ，計
5,638 人であり，無効回答の割合を考慮して計
6,000 人とした。 
*2: 回答の質を担保するため，調査票の最後に，回
答に遵守したかを選別する項目を追加した。この項
目で，非遵守となった者を除外した。なお，この項
目は，先行研究 5) において，検証されている。 
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